
「多空間」デザインのすゝ め

操
作
性
と
直
観
的
Ｇ
Ｕ
Ｉ
を
追
求
ソ
デ
ィ
ッ
ク

Ｓ
Ｐ
Ｗ
　
Ｇ
Ｕ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム

ソ
デ
ィ
ッ
ク
放
電
加
工

機
事
業
部
副
事
業
部
長
・
原
田
　

武
則
／
放
電
加
工
機
事
業
部
・
山

森
　
和
久
／
ア
ド
バ
ン
ス
ト
研
究

セ
ン
タ
・
明
山
　
兼
三
／
ソ
デ
ィ

ッ
ク
ア
メ
リ
カ
・
米
田
　
康
治
／

同
・
マ
ー
ク
・
ピ
カ
ゾ

右
か
ら
原
田
氏
、
山
森
氏
、

明
山
氏

Ｓ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
　
Ｃ
Ｎ
Ｃ

装
置
の
画
面
例

　
当
社
の
Ｓ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
は
「
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ
　
＆
　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｒ
」

を
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
圧
倒

的
な
高
性
能
を
実
現
し
た
。
ハ
ー

ド
面
で
は
高
速
・
高
精
度
を
実
現

す
る
最
新
技
術
を
標
準
搭
載
し
、

フ
ル
カ
バ
ー
の
斬
新
な
機
械
デ
ザ

イ
ン
と
し
た
。
こ
の
た
め
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
数
値
制
御

Ｃ
Ｎ
Ｃ

装
置
は
モ
ニ
タ
ー
表
示
の
み
で
加

工
状
態
を
確
認
で
き
る
必
要
が
あ

り
、

マ
ル
チ
タ
ッ
チ
液
晶
で

表
示
情
報
量
を
増
加
す
る
と
と
も

に
、
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い

操
作
性
と
直
観
的
な
画
像
操
作
環

境

Ｇ
Ｕ
Ｉ

を
追
求
し
た
。

　
Ｃ
Ｎ
Ｃ
装
置
の
画
面
は
少
な
い

手
数
で
、
確
実
に
目
的
と
す
る
操

作
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
は
、
画
面
上

の
ど
こ
を
タ
ッ
チ
す
れ
ば
良
い
か

を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
直
観
的
に
素

早
く
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
段
取
り
作

業
を
ス
ト
レ
ス
な
く
行
う
た

め
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

イ
メ
ー
ジ
し
た
機
械
動
作
通

り
に
実
際
の
機
械
が
動
作
す

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
そ
こ
で
表
示
領
域
と
操
作

領
域
を
直
観
的
に
判
別
可
能

な
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
大
き
さ

や
間
隔
・
配
置
に
留
意
し
て

ボ
タ
ン
の
識
別
性
を
高
め
る
と
と

も
に
ミ
ス
タ
ッ
チ
を
減
ら
す
よ
う

に
考
慮
し
た
。
ボ
タ
ン
に
は
ア
イ

コ
ン
を
多
用
し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
次
の
操
作
に
誘
導

す
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
と
配
置
を
心
が
け
た
。
従
来

の
ボ
タ
ン
は
機
械
の
精
密
性
を
強

調
す
る
シ
ャ
ー
プ
な
デ
ザ
イ
ン
で

あ
っ
た
が
硬
く
変
化
に
乏
し
い
感

も
あ
る
。
こ
れ
を
払
拭

ふ
っ
し
ょ
く

す
る
た
め
、
ボ
タ
ン
は
全

体
的
に
角
を
取
り
、
線
で

は
な
く
陰
影
・
濃
淡
に
よ

っ
て
立
体
感
を
出
す
こ
と

で
柔
和
さ
を
強
調
し
て
見
た
目
に

美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
使
い
や
す
い

こ
と
は
当
然
と
し
て
美
し
く
魅
力

的
な
デ
ザ
イ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
ハ
ー
ド
と
と
も
に
ソ
フ

ト
も
進
歩
し
、
ハ
ー
ド
の
機
能
や

デ
ザ
イ
ン
を
補
完
し
た
一
体
の
技

術
と
し
て
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
。
我
々
も
こ
れ
を
第
一
歩
と
し

て
さ
ら
に
設
計
を
深
化
さ
せ
て
い

き
た
い
。

「
人
」
中
心
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
融
合
堀
場
製
作
所

熊
内
氏

、
浦
谷
氏

設
計
セ
ン
タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
設

計
部
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
チ
ー
ム
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
・
浦
谷
　
勝
己
／
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

室
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム

・
熊
内
　
智
哉

　
近
年
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

な
ど
の
複
雑
で
精
密
な
車
両
開
発

の
増
加
に
伴
い
、
排
ガ
ス
計
測
は

高
精
度
な
低
濃
度
測
定
実
現
の
た

め
、
計
測
シ
ス
テ
ム
の
高
性
能
化

と
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
は
多
様
化
し

た
計
測
に
対
し
て
装
置
の
適
切
な

操
作
や
的
確
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

必
要
と
な
る
。
小
さ
な
操
作
ミ
ス

が
大
き
な
問
題
に
至
る
ケ
ー
ス
も

存
在
す
る
。
そ
こ
で
計
測
シ
ス
テ

ム
全
体
と
し
て
「
高
性
能
」
「
柔

軟
性
」
と
「
使
い
や
す
さ
」
が
求

め
ら
れ
る
。

　
今
回
、
私
た
ち
は
自
動
車
排
ガ

ス
分
析
装
置
「
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ａ
―
Ｏ
Ｎ

Ｅ
」
の
開
発
を
通
し
て
、
使
う

「
人
」
を
中
心
に
考
え
た
製
品
づ

く
り
、
す
な
わ
ち
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
と
の
融
合
し
た
モ
ノ
づ
く
り
に

着
目
し
た
。

　
「
高
性
能
」
な
装
置

ハ
ー

ド

を
常
に
「
よ
い
状
態
」
に
保

つ
。
必
要
な
装
置
を
必
要
な
場
所

で
必
要
な
と
き
に
「
柔
軟
」
に
組

み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
。
こ
れ
ら

を
具
現
化
す
る
た
め
に
統
合
計
測

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｂ
Ａ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｍ
」
を
開
発
し
た
。
シ
ス
テ
ム

全
体
の
機
能
と
装
置
を
統
合
す

る
。
各
装
置
の
状
態
を
分
か
り
や

す
く
可
視
化
し
、
主
機
能
に
関
わ

る
パ
ー
ツ
の
状
態
を
監
視
す
る
こ

と
で
、
ア
ラ
ー
ム
発
生
を
事
前
通

知
。
計
画
的
な
ア
ラ
ー
ム
対
処
に

よ
り
予
期
し
な
い
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ

ン
の
回
避
を
可
能
に
し
た
。
こ
れ

ら
は
ま
さ
に
「
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
融
合
」
す
な
わ
ち
ハ
ー
ド
の

「
特
性
」
と
そ
れ
を
使
う
「
人
」

を
徹
底
的
に
分
析
、
理
解
す
る
こ

と
で
生
み
出
さ
れ
た
新
し
い
価
値

で
あ
る
。

　
ま
た
各
国
各
ユ
ー
ザ
ー
に
お
け

る
多
種
多
様
な
計
測
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

「
使
い
や
す
さ
」
を
実
現

す
る
た
め
、
追
加
拡
張
性

を
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

内
部
に
構
築
。
今
後
、
人

口
増
加
や
新
興
国
の
産
業

発
展
な
ど
に
よ
り
環
境
問

題
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
常

に
変
化
し
続
け
て
い
く
と

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
解
決

の
た
め
に
計
測
器
自
身
の

性
能
向
上
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
さ
ら
に
「
柔
軟
性
」
や
「
使

い
や
す
さ
」
と
い
っ
た
・
使
う

「
人
」
を
中
心
に
考
え
た
製
品
づ

く
り
・
が
豊
か
な
未
来
を
創
造
す

る
カ
ギ
に
な
る
と
私
た
ち
は
確
信

す
る
。

使
用
者
と
開
発
者
の
間
を
埋
め
る
ア
マ
ダ

西
田
氏

「
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｃ
３

ｉ
」
の
操
作
画
面

板
金
機
械
開
発
本
部
商
品
企
画
部

・
西
田
　
育
弘

　
当
社
は
「
手
数
少
な
く
・
迷
わ

な
い
」
「
見
や
す
く
・
分
か
り
や

す
い
」
「
安
心
・
安
全
」
「
機
械

が
人
間
に
合
わ
せ
る
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
つ
操
作
画
面
「
Ａ
Ｍ
Ｎ

Ｃ
３
ｉ
」
を
、
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
マ

シ
ン
「
Ｅ
Ｇ
―
６
０
１
３
Ａ
Ｒ
」

な
ど
に
搭
載
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｃ
３
ｉ
の
開
発
に
際

し
、
現
有
商
品
の
評
価
を
も
と
に

画
面
構
成
に
対
す
る
要
件
を

文

字
や
数
値
の
読
み
や
す
さ

ボ
タ

ン
・
入
力
欄
の
見
た
目
の
表
現
に

シ
ス
テ
ム
全
体
で
一
貫
性
を
持
た

せ
る

ボ
タ
ン
は
機
能
の
重
要
度

・
意
味
合
い
の
違
い
で
関
連
性
を

持
た
せ
る

特
に
重
要
な
情
報
は

目
立
つ
表
示
に
す
る

ユ
ー
ザ
ー

が
必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
・
機

能
が
す
ぐ
参
照
で
き
る

色
覚
に

配
慮
し
た
色
の
組
み
合
わ
せ
を
採

用
す
る

当
社
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
・
高
級
感
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
感
を
表
現
す
る
―
と
定
義

し
た
。
こ
の
七
つ
の
要
件
定
義
に

対
し
、
開
発
作
業
前
に
開
発
、
企

画
、
販
売
の
部
署
か
ら
の
専
任
部

隊
に
よ
る
曲
げ
作
業
の
行
動
観

察
、
機
能
創
出
の
た
め
の
ブ
レ
ー

ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
コ
ン
セ
プ
ト

作
成
と
検
証
を
行
っ
た
。

　
留
意
点
は
加
工
製
品
の
加
工
デ

ー
タ
作
成
か
ら
量
産
加
工
ま
で
の

作
業
ご
と
に
、
最
低
で
も
一
つ
の

新
機
能
を
実
現
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
ユ
ー
ザ
ー
に
画
面
イ
メ
ー

ジ
の
評
価
を
も
ら
う
こ
と
で
、
膨

大
な
ア
イ
デ
ア
か
ら
機
能
の
方
向

性
を
整
え
た
。
開
発
作
業
に
お
い

て
は
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
の
検
証

や
討
議
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
曲

げ
作
業
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
数
値

制
御

Ｎ
Ｃ

画
面
を

分
程
度

操
作
し
た
り
、
Ｎ
Ｃ
画
面
か
ら
２

程
度
離
れ
た
位
置
か
ら
特
定
の

項
目
を
注
視
し
た
り
す
る
。
故
に

操
作
動
線
と
見
や
す
さ
を
徹
底
評

価
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
遠
く
か
ら
で
も
見

や
す
い
フ
ォ
ン
ト
、
目
的
に
応
じ

た
文
字
サ
イ
ズ
、

縦
３
分
割
の
画
面

構
成
、
さ
ら
に
画

面
下
部
に
機
能
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ

た
操
作
ボ
タ
ン
が

配
置
さ
れ
る
Ａ
Ｍ

Ｎ
Ｃ
３
ｉ
を
実
現

し
た
。

　
「
よ
り
良
い
ソ
フ
ト
に
す
る
た

め
」
に
は
、
使
用
者
と
開
発
者
の

間
を
埋
め
る
技
術
と
し
て
の
実
物

評
価
と
使
い
勝
手
の
要
件
作
成
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
重
要
だ
。

現物審査で注目された技術開発制御装置搭載ソフト★３社の設計指針
　現物審査においては、生産財デザインの核心を担う独創
的な技術開発や、将来の方向性を予感させる開発事例に遭
遇する。今回は、ハードとソフトの融合に不可欠となる
「制御装置に搭載されたソフト」に焦点を当て、インター
フェース開発における考え方や設計指針を、３社から紹介
していただいた。 （専門審査委員代表・青木　弘行）

松岡　由幸専門審査委員慶應義塾大学教授

「
豊
か
さ
」
と
「
安
心
」
の
は
ざ
ま
で
大
規
模
化
・
複
雑
化
の
功
罪

Ｍメソッド：日本のモノづくりの新たな価値創造に向けて

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
期
待
新
た
な
価
値
創
造
の
実
現
の
た
め
に

デ
ザ
イ
ン
科
学
の
知
恵
を
生
か
せ
多
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
思
考

「
Ｍ
メ
ソ
ッ
ド
」
「
自
由
な
思
考
」
と
「
理
に
か
な
っ
た
思
考
」
の
両
立
の
た
め
に

図１　多空間デザインモデル

図２　Ｍメソッド

　
戦
後
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
は
、
他
国
の
先
進
的
な
技

術
を
巧
妙
に
取
り
入
れ
、

「
理
に
か
な
っ
た
思
考
」
の

下
、
そ
れ
ら
に
追
従
す
る
形

で
改
良
を
重
ね
る
こ
と
で
発

展
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
１
９
７
９
年
に
出
版
さ

れ
た
社
会
学
者
エ
ズ
ラ
・
ヴ

ォ
ー
ゲ
ル
の
著
書

ジ
ャ
パ

ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン

や
、
１
９
８
０
年
に
日

本
の
自
動
車
年
間
生
産
台
数

が
米
国
を
抜
い
て
世
界
一
に

な
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
は
や
が
て
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
地
位
を
築
く
に
至
っ

た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
後
は
日
本

の
モ
ノ
づ
く
り
に
「
理
に
か

な
っ
た
思
考
」
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
に
「
自
由
な
思

考
」
を
加
え
る
こ
と
で
、
世

界
を
先
導
す
る
イ
ノ
ベ
ー
テ

ィ
ブ
で
か
つ
完
成
度
の
高
い

新
た
な
価
値
の
創
造
が
強
く

求
め
ら
れ
て
き
た
。

　
「
自
由
な
思
考
」
と
「
理

に
か
な
っ
た
思
考
」
の
両
立

は
、
現
実
の
モ
ノ
づ
く
り
や

デ
ザ
イ
ン
の
現
場
に
お
い

て
、
今
で
も
難
し
い
課
題
で

あ
る
と
い
え
る
。
日
本
の
モ

ノ
づ
く
り
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
製
品
の
大
規
模
化
・

複
雑
化
と
い
う
文
脈
の
下
、

こ
の
二
つ
の
思
考
の
両
立
に

苦
悶
し
つ
づ
け
て
き
た
と
い

く
も
ん

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
し
か
し
、
新
興
国
が
安
価

な
労
働
力
を
武
器
と
し
て
、

か
つ
て
日
本
が
行
っ
て
き
た

よ
う
な
改
良
型
開
発
に
よ
っ

て
猛
烈
な
勢
い
で
追
従
し
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
進
性

を
生
か
す
と
と
も
に
、
デ
ザ

イ
ン
科
学
と
い
う
新
た
な
学

問
の
所
産
で
あ
る
多
空
間
の

デ
ザ
イ
ン
思
考
、
す
な
わ
ち

「
Ｍ
メ
ソ
ッ
ド
」
を
活
用
す

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
独

自
の
方
法
論
を
構
築
し
、

「
自
由
な
思
考
」
と
「
理
に

か
な
っ
た
思
考
」
の
両
立
に

よ
る
新
た
な
価
値
創
造
の
実

現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。

出典：『ロバストデザイン―「不確かさ」に対して
　　　　頑強な人工物の設計法』 森北出版

出典：『Ｍメソッド―多空間のデザイン思考』 近代科学社

　
「
多
空
間
デ
ザ
イ
ン
モ
デ

ル
」
に
基
づ
い
た
デ
ザ
イ
ン

方
法
と
し
て
、
「
Ｍ
メ
ソ
ッ

ド

多
空
間
デ
ザ
イ
ン

法

」
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
Ｍ
メ
ソ
ッ
ド
」

は
、
デ
ザ
イ
ン
の
み
な
ら

ず
、
経
営
、
企
画
、
研
究
、

さ
ら
に
は
一
般
の
生
活
に
お

い
て
も
利
用
可
能
な
思
考
メ

ソ
ッ
ド
で
あ
る

図
２

。

こ
の
特
徴
は
頭
の
な
か
で
、

「
多
空
間
を
視
点
と
し
て
、

自
分
の
好
き
な
や
り
方
で
、

分
析
し
な
が
ら
発
想
を
行

う
」
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
大
規
模
な
構
造
や
シ

ス
テ
ム
の
製
品
に
お
い
て

も
、
従
来
で
は
難
し
か
っ
た

「
自
由
な
思
考
」
と
「
理
に

か
な
っ
た
思
考
」
の
両
立
が

可
能
に
な
る
。

　
そ
の
具
体
的
な
特
徴
と
し

て
、

　

「
整
理
し
や
す
い
」
に

は
「
デ
ザ
イ
ン
要
素
間
の
関

係
が
明
ら
か
に
で
き
る
」

「
ア
イ
デ
ア
の
違
い
を
明
ら

か
に
で
き
る
」
「
思
考
の
過

程
を
明
ら
か
に
で
き
る
」

　

「
使
い
や
す
い
」
に
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
領
域
で

も
使
え
る

自
由
な
や
り
方

で
使
え
る

他
者
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使
え
る
」

　

「
発
想
し
や
す
い
」
に

は
「
新
た
な
価
値
を
生
む
ア

イ
デ
ア
を
発
想
で
き
る

場

に
適
し
、
場
を
創
る
ア
イ
デ

ア
を
発
想
で
き
る
」
「
シ
ー

ズ
を
生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
を

発
想
で
き
る
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
Ｍ
メ
ソ
ッ
ド
は
す
で
に

メ
ガ
ネ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

の
よ
う
な
小
物
か
ら
、
切
削

加
工
シ
ス
テ
ム
、
半
導
体
生

産
シ
ス
テ
ム
、
自
動
車
や
サ

ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
を
含
む
大

規
模
な
交
通
シ
ス
テ
ム
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン

対
象
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
有
効
性
が
立
証
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
製
品
の
大
規

模
化
・
複
雑
化
が
生
み
出
す

問
題
を
含
め
、
現
在
の
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

デ
ザ
イ
ン
科
学
が
研
究
さ
れ

て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
科
学
と

は
、
「
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
人

の
創
造
的
行
為
に
お
け
る
法

則
性
の
解
明
と
、
デ
ザ
イ
ン

行
為
に
用
い
ら
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
の
体
系
化
」
を
狙

い
と
し
た
新
し
い
学
問
で
あ

る
。
現
在
で
は
新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
生
む
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
思
考
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、

斬
新
で
か
つ
完
成
度
の
高
い

製
品
開
発
た
め
の
方
法
論
な

ど
、
幾
多
の
研
究
成
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
科

学
に
関
す
る
主
要
な
用
語
に

関
し
て
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
科

学
辞
典
」
と
し
て
現
在
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
デ
ザ

イ
ン
塾
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジに

公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参

照
さ
れ
た
い
。

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
に
お
け
る

研
究
成
果
の
一
つ
と
し
て
、

「
多
空
間
デ
ザ
イ
ン
モ
デ

ル
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
あ
ら
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
行
為

を
一
般
性
の
あ
る
モ
デ
ル
と

し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
デ
ザ
イ
ン
理
論
の
枠
組

み
の
一
つ
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る

図
１

。
こ
の

モ
デ
ル
は
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

そ
の
原
動
力
と
な
る
デ
ザ
イ

ン
知
識
の
二
つ
で
構
成
さ
れ

る
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
思
考

に
お
い
て
は
、
考
慮
す
べ
き

膨
大
な
デ
ザ
イ
ン
要
素
を
、

価
値
、
意
味
、
状
態
、
お
よ

び
属
性
と
い
っ
た
多
数
の
空

間

多
空
間

に
区
分
し
て

い
る
点
を
特
徴
と
し
て
い

る
。
特
に
大
規
模
で
複
雑
な

構
造
や
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る

製
品
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て

は
、
こ
の
多
空
間
の
特
徴
が

有
効
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の

モ
デ
ル
は
説
い
て
い
る
。

　
今
日
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
人
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
て
き
た
。
美
し
さ
、
機
能

性
、
利
便
性
な
ど
人
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
「
豊
か
さ
」
を
満

た
す
べ
く
、
多
く
の
特
性
を

製
品
に
埋
め
込
み
、
便
利
で

快
適
な
社
会
を
実
現
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
、
デ
ザ
イ
ン
は
製
品

の
高
性
能
化
・
多
機
能
化
を

図
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
構

造
や
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
化

・
複
雑
化
を
推
し
進
め
て
き

た
。
こ
れ
は
機
械
工
業
デ
ザ

イ
ン
賞
へ
の
応
募
製
品
に
お

け
る
顕
著
な
傾
向
で
も
あ
る

と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
深
刻

な
副
作
用
の
可
能
性
が
内
在

し
て
い
る
。
そ
れ
は
安
全

性
、
信
頼
性
、
耐
環
境
性
な

ど
と
い
っ
た
「
安
心
」
に
対

す
る
問
題
の
発
生
で
あ
る
。

今
日
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

自
ら
の
子
で
あ
る
製
品
を
大

規
模
化
・
複
雑
化
さ
せ
て
、

育
て
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

肥
大
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
わ

が
子
を
、
時
と
し
て
制
御
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
福
島

の
原
発
事
故
や
飛
行
機
の
故

障
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
汚
染

問
題
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ

う
。
肥
大
化
し
た
製
品
は
、

時
と
し
て
そ
の
も
ろ
さ
を

み
せ
、
暴
走
を
始
め
て
い

る
。
現
在
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

「
豊
か
さ
」
と
「
安
心
」
の

は
ざ
ま
で
苦
悩
し
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


